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質問事項 質     問     要     旨 答弁者 

１. 観光ビジョンの

策定とその後の進

捗について 

 

 

 

 

 

 

 

２. 渇水対策につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

村は、木島平村観光ビジョン策定事業として 2025（令和７）年８月 18日から 2026（令和８）年２月４日まで合計４回の「村民会議」を

開催し、【 暮らしまるごと、うまい村。木島平 】を策定した。 

私もメンバーとして加わっていたが、今年の２月４日の第４回村民会議以降、動きが無いように感じている。 

そこで伺う。 

① 今年の２月４日以降の行政の取組は具体的にどのようなものか。 

② 今後のスケジュールはどうなるのか。 

③ 以前に策定した観光振興局のコンセプト「人づくり×里山」との関係性はどうなるのか。 

 

 

 

今年は、降雪量が少なく、今後の降雨量によっては「水不足」に陥る可能性が高いと心配している。昨年の９月議会でもこの問題を取り

上げて質問をした。産業課長は「ため池など、将来的な水資源の安定確保に向けた取組を進めることが重要である」と答弁している。 

① この１年間に進めた取組とは、どのようなものか。 

② 今後のスケジュールをどのように考えているか。 

 

 

 

 

 

 

 

村 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

村 長 
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質問事項 質     問     要     旨 答弁者 

３. 地域おこし協力

隊の定着率につい

て 

 

 

 

 

４. 空き家・空き地取

得者に対する条例

制定について 

 

地域おこし協力隊の本村の定着率は33.3％で長野県全体の77.1％と比較して著しく低い。長野県の定着率は全国的にも高く、定住しやす

い県であると評価されているが、本村はそうでないようである。 

① このような結果となった原因をどのように捉えているか。 

② 改善すべきことは何か。 

 

 

 

近年、本村でも空き家や空き地を取得する外国人の方が増えている。生まれ育った地域の文化の違いや習慣の違いによってトラブルに発

展しているケースもあり、早急に条例を制定して「権利と義務」を明確にし、ルールを作る必要があると思う。 

制定が必要な条例は、次の表の５条例である。 

 

分野 必要な条例 目的 

①土地管理 所有者管理条例 滞納・管理不全・所有者不明化の防止 

②開発規制 ゾーニング・景観・高さ制限条例 景観保全・無秩序開発の抑制 

③住民生活 民泊・短期貸し規制条例 騒音・ゴミ・住宅不足の防止 

④投資管理 持続的観光・開発保証条例 投機的開発の撤退リスク抑制 

⑤環境保全 棚田・里山・水源地保全条例 自然・景観の長期保全 

 

この５条例の中で特に急を要するのは、所有者管理条例である。 

制定する意向があるかどうか、村長の考えを伺う。また、制定をするならば、いつまでに制定するか。 

村 長 

 

 

 

 

 

 

村 長 

 

 


